
川南町域を含む旧高鍋藩域に継承される「高鍋神楽」が国の重要無形民俗文化財に指定されました
（６,７ページに詳細記事）。
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「災害時における車両貸与等に関する応援協定」 
を締結しました 

知事との本音トーク 

　令和８年２月１３日（金）、株式会社スズキ自販宮崎及びスズキ株式会社と「災害時

における車両貸与等に関する応援協定」が締結されました。 

　今回の協定により台風、地震等の大規模災害が発生又は発生のおそれがある場合

において、町からの要請に基づき、株式会社スズキ自販宮崎から軽商用車や外部給電

機能を備えた電気自動車を無償で貸与してもらえることになります。 

　本協定で貸与される車両は、職員の

移動や資機材・物資の運搬、避難所等へ

の電源供給に使用する予定です。 

　令和８年２月１０日（火）、川南町総合福祉センターにぎわいホールにて「知事との本音トーク」が開催されました。 

　招待された町民10名が「川南の将来像・魅力について」をテーマに河野知事と意見交換しました。河野知事は、教育、農業、

地域活動など様々な意見について一人ひとりと対話し、「川南町の魅力や将来像等それぞれ大事なポイントを共有していただい

た。川南町にとどまらず、県全体にも通じるようなヒントがあった。これからも様々な地域・分野の率直な意見をいただきながら、

川南町とも連携して県政に取り組んでまいりたい。」と語られました。 
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園児にいちごが贈られました 

企業版ふるさと納税をいただきました 
　令和８年２月２４日（火）、宮崎ガス株式会社様による企

業版ふるさと納税の寄附金目録贈呈式が行われました。 

　宮崎ガス株式会社様は、川南町に太陽光発電所設置を

機に平成２５年度から、毎年ご寄附をいただいております。 

　いただいた寄附金は、事業に掲げてある「それぞれが考

える結婚、妊娠、出産の形を後押しし、ここで子育てしたい

と思うまちづくり事業」により、川南町の未来を担う子ども

達のために活用させていただくこととしております。　　　 

　令和８年３月３日（火）、ＪＡみやざき尾鈴地区本部いち

ご部会より町内の保育園（所）の園児にいちごが贈られま

した。 

　いちごの贈呈は、雛祭りにあわせて行われているもので、

川南町で生産されたいちごを毎年、子ども達に届けてくだ

さっています。 

交通事故死ゼロ市町村表彰 
　令和８年２月１３日（金）、交通事故死ゼロ市町村表彰

が行われました。この表彰は死亡事故のゼロ日数を長期

継続している市町村に対して贈られるものであり、積極的

な交通安全対策の促進を図ることを目的としています。 

　今回、川南町は県が定める表彰基準である「５４５日間」

を令和７年１２月２９日に達成しました。 
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ディスカバリーグルメライドin児湯・西都 

令和７年度春季キャンプ 

　令和８年２月２２日（日）、９回目を迎えるサイクルイ

ベント“ディスカバリーグルメライド”が開催されました。 

　当日は、ロングコース（１４０km）９０名、ミドルコース

（８０km）１４１名、ショートコース（４５km）４５名、総

勢２７６名のエントリーをいただき、その半数以上は県

外からで、全国から自転車愛好者が集結しました。 

　７市町村のエイドステーションでは、御当地自慢のグ

ルメを堪能し、途中、激しい雨に見舞われ、参加者は雨

宿りしながらゴールを目指していました。 

　令和８年２月８日（日）～３月２６日（木）、川南町運動公園野球場にて春季キャンプが行われました。 

　今季は、サムティ硬式野球部（兵庫県）、ショウワコーポレーション硬式野球部（岡山県）、札幌国際大学野球部（札幌市）、その

他計４チームが川南町を訪れ練習に励みました。 

　キャンプ期間中には、サムティ硬式野球部の皆様が地元中学生を対象に野球教室を開催、子ども達と一緒に汗を流しました。 

 

【サムティ硬式野球部】 【野球教室の様子】

【ショウワコーポレーション硬式野球部】 【札幌国際大学野球部】

4広報 vol.194



学校給食でサメフライが提供されました

スポーツ少年団入団式

交通ルールを学ぼう！交通安全教室

　令和８年２月１９日（木）、町内の７つの小中学校で

「食育の日」に合わせ、川南町漁港で水揚げされた未利

用魚のサメを使ったフライが給食で提供されました。

　サメは地元漁師から漁具を荒らす厄介者として扱わ

れ、身には独特の臭いもあることから市場価値が低く、

これまで活用が難しい魚とされてきました。

　そこで町と漁業関係者等で組織する通浜ブランド創

出協議会が、サメを使ったフライの開発に取り組み、積

極的な活用を進めています。サメを初めて食べた児童か

らは「サクサクして美味しい！」と好評の声が上がり、未

利用魚の新しい可能性を体験する機会となりました。

　令和８年２月１７日（火）、川南幼稚園で交通安全教室が

開催されました。

　交通事故防止や交通安全の啓発のために高鍋地区交通

安全協会が実施しています。

　教室では、交通安全シンボルキャラクターの「まもりん」に

子ども達が釘付けになりながら交通ルールを学びました。

　その後、模擬信号機を使った横断歩道を安全に渡る練習

も行われ、しっかりと手を挙げ左右を確認するなど、真剣に

取り組む姿を見せました。

　令和８年４月２９日（火・祝）、農村環境改善センターにて、

川南町スポーツ少年団の入団式が開催されました。 

　令和８年度は１５団体、１６４名（令和８年４月３０日現

在）の団員が少年団として登録されており、川南町スポーツ

少年団本部長より各団に認定証が授与されました。 

　少年団に興味がある方は、教育課文化スポーツ係

（0983-27-8020）までお問い合わせください。 

【川南町で活動しているスポーツ少年団の競技等】 

　軟式野球・サッカー・バレーボール・柔道・ソフトテニス・ミ

ニバスケットボール・剣道・空手・陸上 
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「高鍋神楽」が

   国の重要無形民俗文化財に
   指定されました 

令和８年３月２４日、「高鍋神楽」が国の重要無形民俗文化財として指定されました！ 
川南町で国の文化財が指定されるのは、昭和４９年に川南湿原植物群落が指定されて以来、５２年ぶりです。 

演目の一部をご紹介します 

神楽の終盤に舞われる。舞手がヤマと呼ばれる

神籬（ひもろぎ。神を招き降ろす依り代のこと）に

結びつけられた注連縄を手に持って舞う。 

白い翁面を着けた神が背負われて登場する。倒れた後に

自立できず観客の手助けで起き上がるなど、ユニークな

動きが特徴です。

「高鍋神楽」とは？ 

高鍋神楽は、川南町域を含む旧高鍋藩域に継承される神楽で、比木神社（木城町）、都農神社（都農町）、三納代八幡神社（新

富町） をそれぞれ伝承拠点とする比木神楽、都農神楽、三納代神楽の総称です。 

令和２年度から４年にわたって東児湯５町の各教育委員会が合同で高鍋神楽記録作成調査事業を実施し、令和６年３月には

調査の成果をまとめた『高鍋神楽調査報告書』を刊行しました。 

繰卸舞

寿の舞
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六社連合大神事」斎行の様子

黒髪の鬼神面を着け、右手に鬼神杖を持って舞う。

途中二人の神職が中に入り、扇を開いて一緒に舞う。

「高鍋神楽」の由来と特徴 

　その昔、高鍋藩の初代藩主・秋月種長（あきづきたねなが）公の姫君が大病を患ってしまいました。藩に仕えていた大寺余惣

衛門（おおてらよそえもん）は、比木神社へ千日間参拝し、姫の回復を祈願し続けました。その結果、姫の大病は平癒し、報恩感

謝のため神楽を奉納しました。これが「神事（かみごと）」のはじまりであり、現在斎行されている「六社連合大神事」の原型とさ

れています。 

　「六社連合大神事」は旧暦の１２月２日に近い土、日曜日に奉納されていますが、この六社（平田、白鬚、八坂、愛宕、三納代八

幡、比木）が結集して神楽を奉納するという全国的にも稀な連合方式こそ、高鍋神楽の最大の特徴です。 

鬼神舞
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生涯学習大会、春のコンサートが開催されました 

かわみなみPLATZにスタンプ台が設置されました 

　かわみなみPLATZに新たな名物が誕生！地元の小中学生

からデザインを公募した「オリジナルスタンプ」がついに完成し

ました。 

　令和８年４月６日（月）からスタンプ台が設置され、旅の記念

に誰でも押印できるようになっています。 

　デザインは、総勢２５３名の応募の中から、国光原中学校１

年髙倉莉生さん、川南小学校５年岩崎史弥さんの作品が採用

されました。 

　その他受賞作品も展示されていますので是非ご覧ください。 

　令和８年２月１１日（水・祝）、川南町文化ホールにて生涯学習大会が開催されました。オープニングを飾ったのは、国の重要

無形民俗文化財に指定された「高鍋神楽」。笛の音と太鼓の響きとともに伝統的な舞いが披露されました。 

　文化ホールエントランスでは、生涯学習講座や高齢者教室、町内の児童・生徒の作品展示が行われ多くの来場者が作品に足

を止め、熱心に見入っていました。 

　また、令和８年３月１５日（日）には、同じく川南町文化ホールにおいて春のコンサートが開催されました。一流ソリスト・榎本

潤氏プロデュースのもと、声楽アンサンブルJスコラーズをゲストに迎え、小中高校生と地元合唱団が、歌声を披露しました。 
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ふるさと大使実績報告会 

自衛隊入隊予定者
激励会が開催されました 

　令和８年２月２０日（金）、川南町ふるさと大使の社会

人クラブチーム「川南ラグビーフットボールクラブ」が役

場を訪れ、宮崎町長に活動報告を行いました。 

　報告会では、九州トップクラブリーグで行われた九州

各県の試合会場にて、ふるさと納税等のパンフレット配

布や本町作成の「のぼり旗」を掲げ、川南町のＰＲ・宣伝

活動を行ったことを報告しました。 

　宮崎町長は、「川南ラグビーフットボールクラブの皆様

一人ひとりが町と真剣に向き合ってくださっている姿勢

が、何よりありがたいと感じている。活動がより広がり、続

いていくように、できる限りの支援や連携を検討していき

たい。」と述べました。 

　令和８年３月４日（水）、自衛隊入隊予定者の

激励会が開催されました。 

　今年は、航空自衛隊３名、防衛大学校１名の

合計４名が入隊予定者となっています。

※写真（1名欠席） 

　皆さんの各地でのご活躍をお祈りします。 
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地域おこし協力隊に着任しました！ 

令和８年度川南町消防団幹部紹介 

　はじめまして！3月より地域おこし協力隊に着任しました、間宮美華です。 

　千葉県船橋市から夫と猫2匹と共に暖かい地を求めて、ここ川南町へ移住

してきました。 

　暮らし始めて2か月。なんでもっと早くこの町に来なかったんだろうと思っ

てしまうくらい、毎日の新鮮な発見を楽しんでいます。豊かな自然はもちろん、

何を食べても美味しい！何より町の方々の優しさに日々助けられています。 

　現在は移住コーディネーターとして移住相談の対応や川南合衆国ホーム

ページの更新作業、SNSの発信準備を行っており、今後は東京・大阪での相談会にも参加予定です。 

　まずは私自身が町を深く知り、移住者の視点で川南町の魅力を発信していきたいです。おすすめの

穴場スポットがあれば、ぜひ教えてください！ 

　どうぞよろしくお願いいたします。 

【
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よろしくお願いします
～令和８年度新規採用職員紹介～ 

① 山下 申之助（やました しんのすけ） 
■所属：建設課　都市建設係　 

■好きなこと・もの：温泉、ピザ作り 

　生まれ育った川南町に少しでも恩返しできるよう、一日

でも早く仕事を覚え精進して参ります。 

　よろしくお願いいたします。 

② 中竹 優光（なかたけ ゆうひ） 
■所属：建設課　管理保全係 

■好きなこと・もの：ゲーム、ランニング、 バトミントン 

　生まれ育った地元川南で働けることをとてもうれしく思

います！初めてでわからないことばかりですが川南の今後

の発展に少しでも貢献できたらと思います。 

　よろしくお願いいたします。 

① 黒木 美空（くろき みく） 
■所属：福祉課　中央保育所 

■好きなこと・もの：甘いもの、体を動かすこと 

　生まれ育った川南町で働けることを嬉しく思っていま

す。地域の皆さまに寄り添いながら、一つ一つの仕事に丁

寧に取り組んでいきます。よろしくお願いします。  

② 門本 昌也（かどもと まさや） 
■所属：産業推進課　畜産係 

■好きなこと・もの：猫、温泉 

　初めて川南町で仕事をします。町民の皆様との関わりを

大切にしながら、川南町を盛り上げていけるように努力し

ていきたいと思います。 

（左から） （右から）
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平成幼稚園 ☎������������ 1歳から入園できます。
里帰り出産などの一時預かりも致します。

教諭・保育士募集
下記までご連絡下さい  6月19日（火）プールで遊ぼう

  7月  7日（火）ソーメン流しをしよう
  9月１５日（火）敬老の日のプレゼント作り
10月３０日（金）ハロウィンパーティをしよう
11月１７日（火）Xmas飾りをつくろう
１2月２２日（火）Xmasパーティーをしよう
 1月１９日（火）鬼の面作りと豆まき
  2月１６日（火） 思い出の写真立作り

令和８年わくわく教室開催
未就学のお子さんと保護者の皆さん遊びに来ませんか。午前中のおよそ1時間です。
1回だけでも参加できます。希望の方はお電話ください。

（1人分の栄養価）エネルギー194kcal、たんぱく質6.3ｇ、脂質10.4ｇ、糖質18.8ｇカルシウム82mg、食塩相当量0.7g

「まちの台所」
＊芋とチーズの落とし焼き＊
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　今回は、令和８年度の３歳６か月児健診で配布している手作りおやつをご紹介します。

　幼児期は、体重１㎏あたりの栄養が大人の２倍以上必要なのに対し、胃の大きさは大人

の１/３と小さく、３度の食事だけでは十分な栄養素が補えません。そこで、おやつの時間を

使って乳製品・果物類・いも類などを補食として上手に摂取しましょう。

　また、６月は食育月間となっています。食材に触れながらのお手伝いは、子どもにとってと

てもうれしい体験です。子どもさんやお孫さんと一緒に作ってみませんか？

材料（4人分） 作り方

さつま芋…… 中１/２本（１００ｇ）
プロセスチーズ ……………３０ｇ
ウインナー…………２本（４０ｇ）
コーン缶（粒）………………４０ｇ
ホットケーキミックス ……４０ｇ
卵（Mサイズ）……………… １個
牛乳 ……………………小さじ２
サラダ油…………………大さじ１
（添え用）
ケチャップ ………… 小さじ１/２

① さつま芋は皮をむき７ｍｍ角に切り、水にさらして茹でておく。
② プロセスチーズは７ｍｍ角に切る。
③ ウインナーは薄い輪切りにする。
④ コーンはザルにあげて、水気を切っておく。
⑤ 卵と牛乳をボウルに入れ混ぜ合わせ、①～④の材料を加えて
　 ホットケーキミックスを入れたら粉っぽさがなくなるまで混ぜる。
⑥ フライパンを熱し油を敷いて、スプーンを使って生地を一口大の
    大きさに落として焼く。最後にケチャップを添える。


